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温泉地の井戸水中並びに土壌に附着Lている  
C卜，SO42‾について（第7報）  
温泉所在の化学的探査法の可能性  
岡山大学温泉研究所化学部  
春  永  
玉造温泉に於て，温泉地帯とその周辺地常  
にあって，井戸水・土壌共に何らの影響が現  
われなかったのは海水による影響の可能性も  
あるので，一応除外して考えてみると，その  
他の温泉地にあっては全て何らかの形で温泉  
の影響が現われている．特に湯地温泉の如  
く，温泉地帯内で泉温の高い瀬泉附近と泉温  
の低い瀕泉附近に於て，唯井戸水の水温の差  
のみ認められている点ほ極めて鮮やかと言う  
事が出来よう．鳥取県東伯郡北谷相宿富にあ  
梅 本  
緒  言   
第1報1）に於て温泉地の井戸水並びに土壌  
が鉱泉水によって影響を受ける可能性につい  
て述べたが，第1報～第6報1）・2）の結果から  
特殊の場合を除tlてこの可能性を確かめる事  
が出来た．之等の結果について考察を行って  
みたいと思う．  
考  察   
今迄得られた結果を表示すると，表の通り  
である．  
って水温の差が認め  
られないのも湧水の   
温度が低いため，浜  
村，膠見温泉の場  
合に土壌に何らの影  
響も認められなかつ  
たのは数日間の降雨  
直後であったためと  
解釈する事が出来  
る．三朝温泉の土壌  
のSO42‾と関金温泉   
土  壌  
温  泉  地  
Cl一事so4雪一靂水温  Cl－1SO42  
鳥取県三朝粗泉  
ク  関金温泉  
島根県志学温泉  
ク  湯抱洩泉  
〝  玉造温泉  
鳥取県浜村洩泉・膠見過泉  
鳥取県東伯郡北谷村栢富  
????? ????? ??????㌻ ?
＋：温泉地育とその用達地帯に於て有意の差の認められたもの  
－：温泉地帯とその周適地辞に於て有意の差の認められなかったもの  
2   梅 本 春 次：温泉地の井戸水申並びに土壌に附著しているC卜，SO42一について傍7報）  
の井戸水の水温に有意の差の認められないの  
は河川等による影響かもしれなtl．士魂試刹  
に関しては，採集にあたって人畜によゆ全く  
影響を受けない場所を温泉地に於て選ぶ事が  
困難な関係上，場合によっては正しい結果を  
得る事が困難である．   
以上の様に一・二の特殊な場合もあって，  
井戸水，土壌共に温泉の影響が直接現われて  
いない場合もあるが，地形・地質・気象等の  
ためにか1る結果が得られたものと思う．   
何れにしても前述の様に井戸．水中の（二卜，  
SO42‾含量，水温，土壊に附着しているCl‾，  
SO42‾の量の何れかは必ず温泉によって影響  
を受けている事よ少すれば，逆に之等の測定  
を行う事によって温泉の所在を化学的に探査  
する事が出来ると考えられる．温泉所在の物  
文  
理的な探査法も現在迄に研究され3），又貰際  
に応用もされてtlるが，時間的にも叉労力の  
点に於ても前述の様な化学的な方法より煩雑  
と思える・したがって物理的な方法にあわせ  
て化学的な方法を利用すれば，更に有効に探  
査を行う事が出来ると思う．   
以上の結論は主として中性泉又は弱アルカ  
リ性泉の温泉地に於て行った結果よ少得たも  
のセあるが，筒お酸性泉及び府殊な塩類を含  
有する温泉にあっても同様な結果が得られる  
かどうか，叉更に多くの中性泉，アルカリ性  
泉に於ても同様な結果が得られるかどうかを  
今後追求して行きたい所存である．  
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